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あいさつ

このたび福岡市立歴史資料館におきまして，年報第4号を刊行する乙

とになりました。本年報は50年度における特設凶をはじめ各種の展示活

動や諸般の館内業務および活動の歩みを記録するものでありますが，今

後の運営の指針あるいは反省の材料ともなる性格をも，併せもつもので

あります。

福岡市における歴史的教養の11:1枢にあります当館の歩みも，牛歩のあ

ゆみながら，些少の進歩があるように感ぜられます。乙れもひとえに，

市民各位をはじめ研究持導者および関係諸機関各位の御厚情の賜物と常

日頃深く感謝し、たしておりますが，今後とも倍IFIの御指導と御協力のほ

どをお願し、r!Jし上げます。

昭和51年 5月 1日

教育長古村澄

福岡市立歴史資料館は発足以来 4年の日子をむかえようとしておりi

ます。福岡市における市民の歴史的教養の場として，当館は50年度にお

きましてはじめて特設以「弥生H与代の対外交渉民」を企画し，幸いにも

好評の裡に無事終了いたしました。

年報4号は特別展をはじめ各部:の館運引業務の経過内容を記録したも

ので，当館発行の研究報告占・絵はがきなどとともに，併せて研究施設

の重要な刊行物の一つであります。

歴史の浅い小規模な当館の歩みも，市民各位をはじめ研究者各位の渦

かい御厚情と御指導による乙とが多く， I，t;);々感謝し 1たしておりますが，

今後も個性豊かな資料館となす所存でございますので，さらにもまして

の御指導御援助をお願い申し上げます。

昭和51年 5月 1日

館長 島 格
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50年度業務概要

事業概要

常 設展継続・新規・寄贈・寄託・借上資料による関係資料の入れ替えと補充 (6室)

特設展 「弥生時代の対外交渉展一中国・朝鮮・市島-J 10月 10 日~1l月 25 日

者5，489人

企画展 1 ~;J.無形文化財問多祇|羽山笠展 7月1EI~151] 

2 筑前藩窯古陶磁民 5 月 28 日 ~8 月 31 日

調査研究 資料保存整理等調交のため長崎・佐賀・熊本・京都・大阪各地を調査

普及活動各都刊行物資料の鉱i7ii

l 歴史資料館年報A'o.3 (49 ・ 4~50 ・ 3)

2 二川相近書跡目録一調査研究報告3号

入場

3 絵はがき 歴史資料館全景・内行花文明光鏡・金限埋葬:1:11:(模型)・し

ぎのはねがき 以上4枚 1組

4 特設展・企i山iI豆の目録パンフレット作製

資料購入 以下の考古・書跡・民俗資料を購入した。

務号| 和 名 |数量| JI*d 

純文式土探 I6 I繍甥探訪:'11'，土
来環頭太万 I1 ¥西区丸肘II:l土

要

3 I書 跡|青柳種信関係資料|組|翻・書状・写本などの自筆

資料復元と補強

4 I民俗資料 I111 楽 而 I2 I伝訓神社蔵

1 西区白塔出土の人H1i付銅文の1，'，1定保存展示ケース製作

2 野村望東尼書跡(姫烏獄中図および高筒〉の巻子本製作 (10径のうち 5{Blli!l

作)

3 朝鮮鍍妬本の哀打ち 全紙6枚

模型の製作 下zUの模型を製作した。

l 回向京ノ限遺跡、第 1号経塚の断lui(縮尺1: 3) 

2 片江古墳群第6・7・8号墳(縮尺1: 50) 

スライドの製作 マルチスクリーンディスプレイ装耐用として，下記のスライドを製作した

l 凹箇遺跡(16コマ)

2 広石古墳群 (15コマ)



3 筑前の刀 (20コマ)

4 筑前古陶磁 (21コマ)

5 仙庄和尚(17コマ)

施設管理業務の概要

1.施設・設備の整備

(1) 修理

年月日

50. 4. 30 電子複写機分解補修 1式大西商事側

7. 4 訓水術環ポンプ補修 1式共栄機工商会
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7. 15 タイプライターリボン送り調盤補修 1台 日本タイプライター側福附支匝

7. 18 資料整理棚両関戸取替え補修 9枚側板谷建設

9. 18 ペンキ塗装補修(地階天井 1・2階階段部腰壁40nl，通用門扉および袖壁

22nl，クーリングタワー鉄製据付台・支柱および図書資料庫階段60nl，ガス

燈ポーJレ3本，煙突 1式) 附保坂塗装庖

10. 23 ガス湯沸器ボールタップパッキン取替え補修 1台 細山熱器側福|判営業所

51. 2. 4 1'1動火災報知l設備イオン化式感知掠取替え補修 l個 日本信号附九州営業

所

2. 4 電子複写機ペーパー作動スウイッチ取替え， [I!lVJ給紙・写り不良補修 1式

大西商事側

2. 5 収臓庫パン型加湿器 1台， Vベルト 6本取替え補修 九州新菱冷熱附

2. 6 警備員室冷暖房設備送風機用モーター取替え補修 1台 九州新菱冷熱附

2. 20 警備員室雨漏1)，バリカー補修 1式附板谷建設

(2) 備品

50. 7. 14 テープレコーダー 1台

スライドプロジェクター(キャリングケース付) 1台

7. 16 テープコンタクター 1個

7. 16 スクリーン(脚付携帯用) 1本

8. 21 ビームコンノfス 1個

8. 21 比例コンパス 1個

8. 29 卓上計算機(アダプター付) 1台

10. 7 耐火書庫 1 ム仁1

51. 3. 4 自動選別硬貨釣銭器 1台

(3) 借上
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50. 4. 1 

~51. 3. 31 

50. 4. 1 

~5 1. 3. 31 

洋物和?:[木鉢(玄関ロビー，展示室，階段室，館長室，事務室) 延192鉢

附111村園芸場

資料収集用自動車 延260台 西ビノレタクシー側

2.施設迎営業務の委託

50. 4. 1 

~51. 3. 31 

50. 5. 16 

~ 5. 27 

50. 6. 21 

~ 6. 29 

50. 9. 15 

受イ、1・応抜業務，展示ネ:警視業務，空調・冷・暖房機操作など保守業務，清掃

業務，孜問警備業務 附シンコー

企l出il&r筑前藩窯古|狗1必」の説明ノfネJレ，題援などの展示用品製作業務
附ケンラン社

企|国iI民「福岡県指定!!花形文化財博多祇園山笠」の説明ノfネノレ，題室長などの展

示川品製作業務 附ケンラン社

~1O. 7 特設民「弥生時代の対外交渉一中国・朝鮮・ m!;~J の出陳資料輸送および

11. 26 その{、jfiJ-業務(佐賀，京都，東京) 11本通運附九州文目

~12. 10 

50. 9.17 

~1 1. 25 

50. 9. 25 

~10. 8 

特設l艮「弥生時代の対外交渉 中国，朝鮮，市町」附催ポスターの掲示業務

附電通九州支社

特設!必「弥生時代ω対外交渉一中国，朝鮮， m品」の説明・図表・地図ノfネ

jレ・題簸などの製作およひ、入場券仮設0'eJ:O';1&付，撤去などの施工業務 附ケ

ンラン社

3.設備保守点検業務の委託

50. 4. 1 
1'1家m電気工作物設備 財団法人九州電気保安協会

~5 1. 3. 31 

50. 4. 1 
構内交換電話および付属』設備 ??;土迎興業附九州通信営業所

~51. 3. 31 

50. 4. 1 
臼1l./)火災報知設備 日本信号附九州営業所

~51. 3. 31 



5 

50. 4. 1 
収蔵庫用ノfッケージ型空気調和設備 九州新菱冷熱(欄

-51. 3. 31 

50. 4. 1 
!反示室，事務主川空調1'1!WJ制 1~lJ設備 山武計装(附福I;(;J営業所

-51. 3. 31 

50. 4. 1 
冷房設備九州 FI':r.冷機附

-51. 3. 31 

50. 11. 1 
暖房設備 附巴尚会福|判営業所

-51. 3. 31 

50. 4. 1 
非常用放送設備 附スタンレー

-51. 3. 31 

4.施設職員の研修

名 称|期日|会場|参加者

瓦州博物館協議会総会 ¥ 50. 5. 14~16 I別府rI
施設管J!I!運営および資料調査 6.24~26 長崎県立美術博物館 八尾，後藤

佐賀県立博物館

熊本県立博物館

冷凍三郁講習会 | 9 い|福附平問舎|西村
去州問協議会学芸員，明品研修 10.21~22 I佐賀県立博物館|八尾

第23四日本博物館協会全国大会および施 10.26~31 東京国立博物館 八尾

設管理運'::Z調査 大倉集 117 館

施設管J!I!運営調査 51. 3.11~14 神奈川県立博物館 八尾

横須賀市立博物館

資料保存，整理，公調展示調査 3.22~25 京都国立博物館 後牒

京都大学

大阪市立博物館

施設管理運営拡び資料調査 I 3.29 lrI国史博物|三島
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資料館の活動

1. h~ M.! 市到j

(1) 常 設 展示

fl，i]i(，j dJと周辺で11'1土した考1'，資料を」ー

にして I'dにから1]1]11までの郷土火とiiJよ

外文化交流を11品、するc

節 1IL( ノJ ~'-+、

先土日日川一代;。前日え;川1¥:. 弥~]:II!if\:を j必

示する 先土日日Il.ldには同]i(，ji]J，i行]i(dや':iflf.i

地)J のナイ フ形訂以 ・ ~flITï~!誌を 11 1心とす

る 制文H刊にはdJ1 )す の Jc ] ，Yd ・ fl ~ 1îiìj貝塚 ，

そ の他~ ， llノォ や'F1; 1!I~i sI1・熊木山の資料(山

間， .~f!Ílj![i" 玉 . :?i斧，石鍬，釣針，土

器)'t.)などをIL(ぷー'J!J;/J:.JI!jイには1]tj I~ ・ ':~J

Wとの交流をふすJJ::!:，剣，矛，刀などの

71釘~ ~~ ・割、山.:?訂il出〈ω;l汀T.;r=石;斧 . 戸オ木十+:製lJ1日i
と、Oのコ/ぺu所丙 .I引] :. 1布必ω;リj川Il ~μ~ ， 鎌 ・才i食IJ• 11えな

どの，(i製止に日誌を配タIJするむ

第 2IL<2/己主

純文lI !j イ に~ ljjJ 、 1 ] :1 1 !i'代の土探を制{1:. Ii~l!ζ

ならべ，二!日;の変遷を示す。また消]，'(，jA山

助、n¥土の，:yj(ftf系:f!!l文土日号 (弥生II!j代liijJUJ

l¥ミ)をIJ叫し

tH 3 11(;J ぐ'-+~

必IJ:.JI.IJ代の代表的本地である金限辿

幼~ ， T; 'I・ の lìíj ju幼iの』見 J包により ， 弥~]:II!H\:の

悲制の変j援を;;J'すマまた志賀);t]IJ'，土令印

O~日む!日

第 2 JL~ ノJ ' 本

Si，'l 5 la ノjえ司、

~l 6 1m え、川



として者;(，なノト山辿助、，LI"土の未成Ti斧を

~ 1'1-1 Tlt Ii~['こ披べ ， "5:r.岩追跡の-;(i)白丁に

ついても ~f/l:工程をl忠石から作った枚造

J吊lζより7J'す。

第 4!J，(7J¥'ギ

貝U;l益中!" HUI: 1判冥，'I'J 1PIlHd， L 望東

和i!J2， 11 1 111 、手次郎ら ~Hlí土の光学のJtillを

パ ネjレ・文 llf笥で絞l介する。

i!i'~ 5 )長アj、出

5fTのスラ イトー .スクリーンを設け，

スライドとアナウンスでWli土の舵史を利

介。501，1度末より PYilij追跡，広石古墳

if'(，筑白ij刀，筑前rl;I向MLイ111庄和l尚を和

介。

第 6JK示2ト:

知 6 JL(ノj、千

古川lI!j代から、IL安lI!j代までの造物を民 江 6 }畏ぷ本

7 

示。 I~;1J'[!I!j代は老司古出， ] ，・ ，1詰山 I~îl}[，丸限111i"l 11'[， 卜山川i込跡ILI'，土の鋭 ・玉 .-;(i製J吊笥をな

らべ，奈良~平ま:1I，'j代では，海外交流をjl411にして，瓦 .i'j白l昨日立，終局(ILi土llpliすを11，(示c

(2) 特設展示

50年度には ， 全Ítl\を使用して特設展を I~:~催した 。 テーマは l'均、 ~III!J 代の対外交渉!J，(- Ij l 国

・削附 ・|、HJ;I}一一」 で， 10月 10 仁1~1l月 25 日 lζ実施した。

入1b~l l は大人 1 00 IIJ ， 大 ・ 高生 501司 ， 小 ・ I:I]~ー 301 l J o rI1，(:5]、!日，WI!品目録J(B 51恥 20ペー

ジ) を j!!~ll 配布した。 入J:}.;j者総数5 ， 489 12'， 。

この特設JRは，弥生11.]代K.対外交渉の門戸であった北Kji九州地ノjが初!(，'r:・11'[l?1・出向との

I'i'~J ~ζ行なった対外交渉のあり )j と ， 交捗相手の lW J!('.'( ・ 11 1 国 ・ 出品の文化を 11'， 土 l日によって示そ

うとするものであった。

北 :'\f~九州地点 は ， 弥生文化がもっとも早く成立した地域であり，必主1:米;化の成立士卜初j から多

くの文物がもたらされた。舶載の鏡 ・銅利然筈ーばかりでなく ，! II/f~'の ~t J!rl ・ ιI ..lifiJTJ具たるJi!l，f):

矧などその制型が1:11匡lや朝鮮に求められるものが少くないコ文物の流入は体つ H与イにの全jtJ問を

通 じて，;忍められるが，刻1¥かにみればH寺j切によって廊類にぎーのあることがわかる。 乙れらによっ
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て，弥生社会のJ.m1J日が，IWJ!!'.'(・1¥1同 ・市川訪地域の社会の生化と深いi長|係のあった乙 と，乙れ

らの文物をもたらした人間の交通がそれぞれの 社会の動li'Jと切りはなせないことが先日比でき

る 。 ま た iJ~J、生社会 l乙受け入れ られた文物が， 本来の忠義 ・ 機flEを大い ， 弥生 ト| 会独 1 '1 のぷ1川、を

もつに至り，1111'1の形態変化をたどった乙とはよくしられている

IR示品は， 福 I ，'Giï l)教育委11会や本企'II{所蔵品， 地Jじの名|後|長| ・ I ~H本 ・ fliij 人 Tfiï蔵品から J-gぶとと

もに，来京 ・京都の両国立博物航，京京

大学，京都大学，文化庁などから仙iJDし

た。J1切にITi総数は約 200点である。

乙れらを次のように)瓦アJ'した。

卸 1・2J必示室 :' I'I~ • iWJ !í'.'('. IL\ 二I':'I~"

節 3展示室 ::::i2nJ・舶;1来日銅部
卸 4Jぷ示室 :Th!;，'jIL¥土lrI

第 6 1五示室 : mI正:íl í'j制部 ・ む~ . :rï ~住 ・

銀、加などc

なお乙の特設展のためにノfネノレ(説明

・地|ヌ|・図表)を19枚f'r:製したの

主な11(7]，，';;'，

桃氏自IJ (1 IJ jj~) 京高官大学

銅 」と (lj]jJt 災jllll!if¥:;) Jf~r，lí大，、'j!: ， 木白'iïl:~

~，t.' (lj' l 't 奈~(.失) 京京l同iL時物flI:

遼1がよ銅員Ij(ljJjlD 京都大'γ:，rk京大学

k~llJ~銅剣 (l;yj fí!.'() 来京IlllL博物官'1¥

石 i虫剣11則lリIJ(1;収削;9初リ列州J!申自、.'(の r京k京|い川l同l.¥立j工r..ド防5物官飢[山" 耳京l;点;江L大~j!

Z訂iJ脳白了 0;削;

μ以く仏陶1句d上日掠~?作キ付F稀主 (αi;列川(;，下，楽j浪良Jlll附1担のlり) 到京4五京L大c午?

'. E IIB引lり別リ別jら鋭;'l(!;初d列川川J!仰1向鮮h町'f， ヨ※~i.浪良l川!出m甘の) 京京大守竿学

l奈耳材、 0:日H!'.'f，来決illl) 京京大学

f;~ ~i: 0;日j(i).'( ， 当~i良illl) 京五~A~'，/

ギT/1IiムUill形銅s1IJ(三T.主要文化U，j') 1~ RJ .，)， 

'IJ)よ銅剣〔愛YJ1D ，~，'-ii It呂〉 文化Ji'
3及架止記~v村立火火:)点jパJ柱j主:1 字j形彰例1車剣l'川1リH把巴E頭m(付女対1.'瓜l

長的U以lよLユ主1.s.i，l:jp，7-物航

'1'初l銅，f'cti~ "j(D ， 1今 ， 'i l~8) 京郎I I ~ ，'[.1'.7-物 trll~

11 jj，[ 0;( 惚Jf江ー雨:rï iJ~ ， 苫岐原ノ辻， 対応シゲ

村;Q: J1~ (11 

ヰ!i 交 JL~ (2) 

特 ii'): JL~ (3) 



9 

ノダン) 京都大学，文化Jj' 似f!r'(，系1mヌ;土保 Cu;fノJ土) 不自~I大学

.I.!~~T C対応黒木南l:;~) 九州大学 l;9jff(系1!il文ゴ日比Jt;T C (Ií:fl~よI~~I.)

蕊弓 I~[I C下|共1di地球主) 文化Jj

銅矛î)i型(重要文化財 ti~山市11主|

1生白川教育委日会

巴形銅総(主'll!文化財 f!，Jl~ ， 1桜馬場)

主Ji二li; C 伺 1;7>j~T\道Ji~山) 稲|河川数台、委員会 f!t: fl~ ， \JnH物館

多品11初|文鋭(下関TIi侃架j只) 来J;~II~ j'L博物館 只n(Ji~9GJ; ，\~，Ul: III) 分以i丈夫氏

ブJ絡JW:ri ~j~ C重要文化財， '6:f1~ ， 1 ，阪府JtD 只ボ'J'01 1前 li~ ，Uヒü;o ;111組県教育委11会

!ヰ t'.i ~;ULI\g.物館 IY1 7 J銭 C;N:li~，\城獄) 京京大学

内U1Eyjt，::Hj~ C下関TIi地政吹) 文化庁

(3)企画展

博多祇園山笠展

全いij (乙刻|られている本ïliの t:L~ j羽山笠の行'JI:JUHζ介せてIJIJ似'したもので，本in'iffrj伎の Itl1多IIr

笠扉~}ili¥ j交l絵J C紙本着色.M代三 :~H主治匝D プ\ 1111一双を主とし叱するにつぎの消資料をもって

した。

1・ 111笠櫛 IJJ入 り松，1，!';C凶1><大， j~ J1/'h 山総山和 11セl:ïî:iü

との絵馬は，文政13"ド(1830)の桝ilJI入りの羽田をよく州政したもので.1IIIiTIIIのイ;Tの張本に 2本の紛で

威儀を示している IIIj奉行の仰があり ， 境内に参入した山~~~は ， ζ のl川

をl唄っている。

境内は見物の老;tl男女で鮒踏し. ILI ~，~'を抑 止する彦il'l役めいた

到の姿が見える。また大鳥};;;の下lζは数人の;('I武者による戦場

羽11らしの騎馬姿が見えるo その他，この絵随lのiilliTill一ぱいに非

末ごろの博多山笠の盛況がtWき乙まれていて，まさに乙のI針金

IGの絶品ということができる。

2. LLI笠手拭 ・1I1笠たすき

I\IJ多山2.は流(ながれ ・ II IJ 5l1j) を単位とする集合体で男;iJ::J，l~

敢な大衆行動を特定Lとする事11事である。したがってその組織を

かたくし，秩序をたもち，1 J"!日Jをただすため，みんなが"市役を

目で見分け見定める ζ とができるよう Kと定められているの

が 11LI '，~子拭」と 1111笠たすき」である。人びとは， 乙れをお

びた1'1他の流の諸役をJ:'imし協力することによって，その伝統

を~r{~ るドII 'Jlの盛大かっ1!!日1 の完行をWlすることができる。展示

の品は，今年とくに時多祇悶山笠振興会から，その-111川、を本 時多祇岡 山 37反
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irl'((二三j: !!\~! されたものである 。

3. 1' ，Ij 多!i l 笠，i~μ

文化財(~:護委員会(引文化!J)から H行和39 "ドに委嘱された|呼多山~;n i'Ji のソ1~ 1~ ， U.'~査結采を刊 íi したのがぶ

lliである。 I['，IJ多ill"I，<，'i附悌:lillJ (筑紫_~~J ・ 「附多 I1 I匂 " I ， (ï;記J (三"t;i[l幅削I，i])の外に，山笠尻風以下多

敬の写引を収めており，行。j，:;こi央iする資料の集大成で，本文 101U， ['.1 !，I~， ・ カラー1j:Ú70n。的多祇悶山~t，:

A~興会がIIIJT1150 "1 に1I \)~j したものである 。

なお， この!L~不については， ，f!lllll神社のイ，;1ト新11叫I¥'，';';，i)・X!1VJ本常胤氏ほか総代一同，博多?氏自;1山3P振興

会)1 上~';，i己術門会長 ・ '1 '村戊1 ， (11 会長， 博多 tJ.'、比須;f，c ， 'ill1 1，桁司 ・ íJ，:(['1不IJDjJ両委Ll匂の協力をえた。

筑前藩窯古陶磁展

筑 i'Jíj52万:r，.~1;l、川越には ， ，:':j11阪が'f';J[人~、協の泌'す、があった o ，:':j1良品1は iilHll渋川 l~政が， l:yJ!!'，下の役でl:YJ!!':fから
I;i.:ちざん

つれ帰ったI;!iij工八ILI (仁川、ア;，:':jJIii.八11:在日JU，70人扶持の |ゴ〉に列せらる〉に命じて，松子lill永満同定Ii¥] (J}~ 

f仁lI'UT rlO に築主して :li1l f'lー させたのが始まりで， 交はその後II~ I)~ 各地を転々と移り ， I~I 治主fí 主rr まで皿 11.1役所

によって政きつづけた以後の'慌が'l'.G.l.Ii11蛇!日l村fL'11:!Il! (JJUHi~i附 rlJ 凶 1;< 凶新 :11]') の日収協である。

ざしむがLは災ノ，j(午'11(1772~1780) ，お7代治之が相'lh{ii1l;jJ.i.)!:十lに，l;yj;(1' 1:11小山JJ;l村の民主"1-'野焼を復興IJIJ

慢させたのが始まりで，まもな くj必ず、，J;;i;. !f( ・交政'1'，II¥]，山11(¥:1三神によ ってlIJ!W.JIU山役所が開設されて

消II~ に移山する，i!' n1I jがあったが， I~J 治%1í1'TrによってHとなされた。

このような経忙をもった筑 l)íjil，ïl!'~ IJ}.について ， rl iI'~ (H tの ~I;!，û不である三七;;[14'，而1，，1 ・ 災村武~I ，j氏の家三: の

うち茶腕 ・ 茶入 ・ 化Ji五 ・ l i"，~物等の禿作f [;，'11， 20 1汝J.'~\を選択してjぷボし， 折から米間'1]の 111 株主ぷの当3 黒 1l\Lミ

トし氏 ・臼IllZ-IJ't1~'氷小~_， )II));!の ， :':j1IlZ ，'rr'山氏をはじめ ， 多くの愛附家に感銘を lJ えるところが大きかった。

1ft 1日Ji決:'i':，1， I'!，u Ii}}. )L~ 
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2 ， lIX :!.l~rf rl， 前 i介

50イ|肢のl!的入資料，治!lW資料，!I監J1¥!，資料，校型資料，スライト、は卜IfLのとおりである。

(1) 購入資料

l 制文二卜'_ ~~ 6/人

制文II!j 代後WJ ・ l~úWJ の ì~~日本 J r~ニ!'. ~~で ， μ III:~ ~，~ 1 十 i ï'，' :j米 ) :1 1 1淡訂 JJil j立 1l}J 、 ， 筏 jヰ U~; ， 111ノぞj'J立助、1'1'，ニ|二

各 2}，I}" 叶i刊1-6 } 

l止山.l~i，|け山11ノ主弓苛Jらj込辿J位助跡』品、11ハiけj土← 2.'よ点点
" 
、

郵抗j『去にmいられた深鉢!彰土問である。i::jさ約41cm・II ff. 35~36cm ， I: ' :j さ 47cm ・ 仁IfH l ~43，

cm ， 制文 l~úJ IJ J 。

J篠淡才訂î Js似;1( i辿山山i跡M跡白 i山|ハi 二~1:. 2，人"、

1 .'点!11 は1院iμLJ必~λ斗\川山刈山口:)日Jβ3幻7cαω1百田I耳1 ， 11 径 33~34cmの ì~';!Jl1;J r~土出。 制文II!H~後JUJ o l/dま，::)さ約34cm，1-1径約

30cmの l~úJ UJ深鉢 Jr~ ニ| 出。

筏 i立lI-~、 lI 'd:. 2/¥ 

1 .' ，'~~ は !日i さ約26cm ， 口径約28cm。 もう 1 点は 1 1 1'\ぶ市~ Jlj :\1iの小jh いずれも後JtJ)

111 J =，'i' ili跡 nl，ニ1，純文 ー卜以
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2 ぷJ;;iITJjJ¥)J 1 }.'!. 

r.(，ili(，jlIJI出|豆大l'以下:)j~ ( の ïìíi九l 己 fTiヰ湖、。 弥~I:.J I!J 代観桁誌の 1， ';1] 葬!日' 0 全長44 . 5cm 。

〔参J5一文IliOtI] /j~(之、外ば1 ， ;r i)/， !;!.~， ー卜 阪信 íï (1970) r丸l邑fTia跡十世告J r~i~: fì'冶跡j (1:1木住宅公団)付録

3 111楽IIli 2.' 

翁と総のI(，iYキ11(，10 I J 4 Ix: 卜 11111') の，tl技 ~II ト 1:蔵と伝える 。 鍬合~主 III JlI!j代とみられ，鎌倉11!J代

のnJ能性もあるe

111 

4 日朝11桁Lt関係'(1*:1. 381，' 

ヨ5 [
 

和信{ま|川和 3W (1766) 2)]，福I，'{，ji)t:のj止怪7Y柳I1券仰の fーとして域下のi也iilこ生れた。初]め，fAI径といい，

j辺体をl協次といったが，後lζ弓ーを相111過とfij¥した。若くして持1"，1.i)1 上I.'ði.õ~iの学伐となって ι学し ， UI尻純翁の

Ul1ことなって国'主に志し，15政元年 (1789)本居室長のJ:(Jfとなり，爾米学M在ノミいにj1Jjみ，士万上lζ列せられ

てぶ乍役となった。 {jftj~ ，';!.~/，放の存命による陀;也測量lζ助勢して，大いにその人となりを認められた。博多備

[EI 神社に制 LUぷj， I ，:が設けられ， 糸)~，j以)1神社lζ絞j十文)，1，'が泣けられたときは，その:A.!')W::JlJ)すると乙ろが

あった。 筑前における II~学の総梁的存伐となり ， 門下に伊Ij~i'':日 )I . 吉村千イド ・ jj品 11日ニヨft ・ 岡 11刷協M~与を輩出

した。

芝í: 占に 『宗像~' U1ñ ?r己』 ・ 『芥Htr.lil宮 iÎ己』 ・ 『筑前同続l瓜 UI己~{7j-込』匂があり，文政 561'.1台土1111-=.'ム村Wi，¥'i

から I'U上した与 I 'î"ìf: j九治資料についての縦告 ・ 汚;" 1Ilーである 『柳 I~ii ， 'ï 日日 i路考一』 は，、ì':3I{K子~11II している 。ま たそ

の足俗11与代に宗像の;'1'1弓に!::imとして波!;，'i.J!)J(s:したときの rirl'l，I;~I先人日記』 も|止に知られている 。

天保6Ir: (1835) 12月17日70才で没した。廷は島原のwu!t句Yにある。
ノト|旦1，本航に入Tした関係資料 は，和信の孫!;:.の灼家で、ある l!.li刃[IIIJの山111荷主誌に保存伝米した

もののーimで，そのうちもっともハ uに値するもののtH1 は ， プ〈判(:J 都)r:rt~辿跡の図ïrt í その他

の筑前日~\内外の i也|ヌIb'iである ， fili修を11:するものが多いが，近倣諸国のお11比図の ζ ときは，131

杭カ>:R; 1世に少を rll してμ聞をたしかにした乙とを~t1するに )E るもので， とくに)("1-1 1111のそれに

は網111併に 1どれをもって Jifr~の tb:cを Jflli している 。
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第 2tζ1+ {~の考古乍l下J ;主 ~:il(ま，ほとんど 「柳悶古制時-i5-Jのみについて評jdliされている現況

であるが，そのl附Jfを若j&する日ijjji:とμるべき， i消ブ~' ï~ï ~品物の探訪 と 二~iJlIJ 的写図の多くは ， 終

日 ・ 仮 I rl i . 仏具 。 制鋭 ・ 1 1~1 犬年J 多岐に及んでお り 情巧若 1' 1 の OJ1 然、で な い ことをう;11 らしめる 。

しかし，これらの治資料も，引状では継目がは ぐれ，i汝j年のおそれがあるので，分知しWl作を

たて，従班し，保存のブjiムーをJ5・える必裂がある。

|長l係T4:fmの111で，とく に目をひくのは，本)2.:大平から利口出のものである。利市が宣長の門

的として，国学lζ)JJJJんだ乙と はすでにのべたととろであるが，その宣長の養子大平lζ就いても

勉学するところがあった。大、巨の井miは，宣長の発)Ijすから他界にいたるまでのれ過を 11，;己的lζ
制芹したもので，利れにとってはiA;重な需TfLiのひとつであった乙とがうかがいし られる c ~! i:í町

はその他五千あるが，ノト後1&我の|英|係がIVJらかになるにつれて，あるいは新資料となるものが

あるかもしれない。

今 I~J の入手資料供般についていえる乙 と は ， かつて 1 11 附家から1'1，\ 1 ，(;]以 }'I 図 -;!日'0;，ζ拶されてい

て，過ぐる米軍人空裂で焼失した重袋貴重資料([Hjするものは，ほとんど全くなく ，多くはそ

の周辺 ・断1'1のものであるが，しかし，乙れを務到し今!比するとき，そ乙から柿{己のいまだ

り~1られざる ("jものかが発μできるというμ込みを:-.'1てる乙と は可能であろう a

!i

t
t
i岬
B

、.，

》
れ
@
，局、
為、
bJH

，A
『・dl
J

4
 

'I'j ~Ð II 桁信 |刻係資料
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利川点数表

宅，':，'1苅[日子Ji 94!.' 一'I!: iJ¥ 100 

|苅 f(~ 68 写 本 33 

1'1 文子: 16 校 A、 10 

きιI コい 録 11 Jj主 fJ 5 

行 1出i 6 司GV/L弘4 IIlli 2 

歌 ヌ; 1 系 |ヌ| 1 

EI 3主 1 !ifi 組L 33 

381/i， 

(2) 寄贈資料

1・ ill.lI. ~.Gi.也、出 42点 (福間少{I'.I~'é'!.i: W:) 

.f~(l ì(d dil判l主主;司IL¥土D 判九瓦1政)¥. 1 ，判手瓦liJ.U'17，九1LI政)'1'5 ， 、手瓦I政n'26，な1也、日出蓋 ・

杯れ1， ~.Ú必

瓦 な:1 )1.(出

2. j!，i]製終日 l 点(飯氏経伝l保(i会計nm

飯氏t干阿保存会の旧政J21で，dJ数行安11会文化，;県!ζ記:'flt刊されてい

たものを，今年度当官1':1こ保管転換した。1958"13月23仁1tζ， f.11III'司di

T& 1豆大'j三飯氏]0:1公)c:でIU土したもの。I:-:Jさ41cm・!阿部直後10αlで，

剣li]板~ 。

3 竹111何不良「家，':1'益性来絵詞JJ下 2~ (J[J教委文化球)

家 111襲来 700イrにあたり ，dJ教育委11会が7;';内庁;{ljJ物を 4分の 3

lζíü 主IJí}HずIJ したものである 。 JJ~im立は問 JJ"のカ ラーフィノレムを{品HL

m紙は 」質の和紙を用い，京都使不IU:!:の手によって作製したもの
で，従来の"川見写lζ比べて$引'II'I'Hlli値が高い。なお，付録として，

家"1'"1製来の火実に，l'(しい九州大学ー助教授川添1111二氏(現数十エ)のj也li'ui

k して j苛 j'lj懇切な W(;:)~ 斉が加えられている 。 キ干 i;'ij 
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itii川釧一氏l.n日)相|川11I.I:~ I I敢 Iz\ ・ 桧葉占(古1[1 初]三郎乳 -jlìíj4 

国内諸処の観光的絵画をかいた初三(!¥Sの箪になるものともに京都低困の観光村によって，

で，iiij者は大戦nI]の木11Iとその周辺を克明にHii破しており，裏1(IiIζ11Iの紙況とグdfr遊覧i也の初

みなと ・博多小女郎 ・凶公¥';i1・那.fIlJ川の孜景 ・元介があって史料[1''](ζ も仙値がある。f走者は，

liij者とともに珍主に定の 5枚 1中11で，¥d]多商工会議所発行。II{叩l初!UJfl:;裂の刷光資料として，

ゴ1、 ぞ4
?， -; -:..:.f 
ν1う眠、t~ ( 

JふL?
;f bji1 

iユJJ;
わ

えR

イl自する。

1 ~ (奥村氏氏得J!m十日li(1]JJti: i¥よ具櫓カラー写tl5 

i 1í ノ I lI j の累凹別 ~~IS，ζ修築され，1945年 6月1911のii'0<災で焼失した
二軍二階櫓 と三重三|校四IJ)楠のカ ラー写真である。

|専多山笠手拭 ・たすき6 

イl三国|展示 r¥w多111笠JRJの引参問。

町村もとの和;欣短111}各 1~ (上Kf'.J人氏俗的)大l決言i且，7 

ともに幕末における机li(，Jの歌人として知|られている。言i立は「天

旧派の虫上|下J::fk風を批判jし，庶民的な平l児消新保のL己」と称して，

の f'I: ::炊を1Ii'r;且した 。 もとは後の ~u JJt-~尼で、女流 WJ王家として卓真の I~~

年を)5った。

短 11けのi;欣は

あめふればぬれつついでてはれぬれば

1m t
、
'TLP 百J且かき乙もりぬるかたっぷりかな

ほととさす今li列ききそめてあけがたの

もとそらなつかしき乙よひなる;'&

修理資料

1 .重要文化財朝鮮鈴材l本;:;lHl

本 J\ Jー にある翠 t~i奇 ・ 承天寺両手IJ およ び!jÿ J Jd1ljSje;:;f.:lllj川市寺，四illJ¥J忠|ド:'Jーにある党3市は，

(3) 

と

も!こJ，'iiJ1iiJl!J代の朝[u.'(j).mのilli，日で、あって，飛天その仙のデザ インの仮禿なことでしられている。

-' '.rj'Gi消鈍のHi本は，北九州TIJ八11嶋田区上主|主役早LLI在住の古賀古屋次氏の収になり，同氏から本

ÙI': ， ζ ~!.i: !!引されたものであるが，貴重資料として保存J"の必型ーから裏打ちを行ったものである。



16 

2.野村型東尼脊間表装

望束尼が慶応元年冬から翌 2年秋まで姫島在獄中，ひそかに福岡の野村家lζ発せられた書簡

は，一日-紙袋に束ね収められたままであったので，その資料価値の重要性と保存上の必要とか

ら，乙れを巻子本仕立てとする乙とにし 1巻の長さおよそ 6.5m前後， 10巻に収め表装する

乙ととしTこ。

なお，その装着/I~i序は，佐々木信綱編『野村望束尼全集』にある年月日 )1闘の整理lζ従い，彼

此対照することによって読者の利用しやすいように配慮を加え，その複写本を桂子と一緒l乙保

存することにした。

性) 模型資料

1.片江古墳L!fー第6・7・8号墳模型(縮尺50分の 1)
片江古墳群は，福!判平野の西南部，袖山南側山麓部l乙位置し(福岡市西区大字片江)，袖山山

麓群集ぜt1nのひとつである。乙の古墳群は早商社l支群 (2~4号)と鳥越支群 (6~8 号) Iとわ

かれ，前者は早苗田古噴群C支群lζ，後者は鳥越古墳群B支群l乙相当する。 2-8号墳は袖山

山麓東斜面(標高37~43m) Iζ立地する。

とれらの古墳は， j-i-江地区区画整理事業の実施にともなう事前調査として， f~~H崎市教育委員

会文化課が1972年度に発掘調査した。

この古墳群のうち，第6-8号墳は南北lζ裾を接してならび，それぞれ両袖型機穴式石室を

もち，墓道が残っている。墳丘のあり方や出土造物から 6・8号墳は6甘l紀末葉lζ 築造さ

れ 7号墳は 7世紀前半代に6・8号聞に築造され 6・7号墳は 7世紀末出まで 8号墳は
8世紀代まで使用されたことがわかる。

後期群集11fのあり方をしる上で適当と考えたので，模型として展示に供する乙ととした。

〔参考文献〕 福岡市教育委員会 (1973) r片江古墳群発掘調査報告書』福岡市埋蔵文化財調査報告書第

24tl~ 

2. 京ノ Ill~ 遺跡、第 1 号経塚断面模型(紡Jí!. 3 分の 1 ) 

京ノ限追跡は筒|仰Ii西区田島字京ノ限にあり， 1974年に福岡市教育委日会文化課が調査し

た。前方後方杭と推定される古墳があり，内部主体は後方部の割竹形木杭である(前方部は土採

りで火われたが、石結があったと恩われる)。乙の墳丘lこはまた平安時代(12世綻)の経塚2基が設

けられていた。乙のうち第 1号経塚は石囲いの主体内l乙須恵、器壷を入れ(まわりに炭をつめる〉

その中 l乙青銅製経向を安置する。須恵器盗 lとはj~勅鉄花文大盤(中国東南部製)を蓋としてかぶ

せる。他に.tI:tJ隊合子等も収められていた。

乙の経塚の縦断面模型を作成し，一括出土品と共に展示する乙とにした。

〔参考文献〕 福岡市教育委員会 (1976) r京ノ限遺跡発掘調査報告書』福岡市埋蔵文化財調査報告書
(近刊)
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~5) スライド

7')レチスクリーン・ディスプレイ装置用として， 日己 5件を製作した。

四箇遺跡 (16コ7' 5分15秒)

福岡市西区間簡の日本住宅公団造成地内ω遺跡。 irlr積層にあり，純文H年代後期lから古墳H年代

までの複合辿跡。制丈11寺代の包含層からは木製品，植物郁子等が11¥土し，弥生時代層では杭列

・溝等が検出された。また古境時代の主主12な木製品(農具・建築材等)も 11\ ニI~. している。

広石古墳群 (15コ7' 4分28秒)

福|刈i¥j"四区広石の"111立西陵高校J1設地内の古樹lt'f;で，古な'[61&を制ftしたc 多鼠:の副葬土器

が出土している。

筑前の刀 (20コマ 7分15秒)

中世以降の刀匠とその作品をつうじて， iJt前万の!壁史を概説する。

筑前古向li?t(21コ"< 8分52秒)

江戸H年代の筑前陶lia器の歴史を，陶工・窯111:・作品をつうじて説明する。

仙庄和尚 (17コ"< 6分2秒)

仙庄和尚は聖福寺第123代・第125代の住職で，塑福寺の再建lこ努力し，また書画lこよって大

衆の教化に努めた。利l尚の人となり，生涯を，書問・建物などをとおして示すものである。
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3 普及活動

(1) トIII;J川di'"附火資料r1l':'1恨{'o.3 (1IiH1149"1・J.!).')B 5 J弘20ページ 8 ) J 30 il :5't i j 
II( ~ f11 49 "1. )Jt 'fi 午、はú ?1l~リj の m~I;

(2) 二.)11相iili:，1)湖、し|鉱一一品L1'tM'先制A{';'3一一

B 5 J~Jil 4 ペー ジザ~'nて1 m; 4ぺ-::/， l)Jブtij 

1973'11立に .)11)) l!!.氏からJ寒波を叉けた ー 川村 l近 ( 1767~ 1836) の， l i: lf，;); 213 .' ，' ，i. のし1 ~.止であ

る。

二川相近書跡目録
NO.3 itti1的考喰

悩凶r/lq:世史資料館111量級ヲ~i!L'，

19i5 

福岡市立歴史資料館

..句u..y

( 3) 松~Iq

4 {女 l品Ilu)絵』511i 人航者に配イIJ

Jljl'.0，:資料ili¥ベリ;:; ji i，:i'，i J 己 ili 湖、 iIU'I)~íj花火 1リ])¥::説 令限辺跡、似!¥').ニ川j、Ilj丘「しぎの(之

ねがき」

(4) ノfンフレ y 卜

入 frl'i朽に配印している Il(示 I)~ れについて 0)パ ン フレッ卜の一却を改めた。
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福岡市立歴史資料館協議会

委員名簿（五十音順）

氏 名 l郵便番号 視 住 所 1 役 職名
-~ ----・.  -.... --・... 

井上 忠 1〒814 I 福岡l|i西区西新1丁目12-8 1福岡大学人文学部教授

岡崎 敬 1〒813 I福岡市東区香住ケ丘3丁目20-1s I九州大学文学部教授
ー・-・ --・.. - -・ ・--. -----・・ -~ 

鏡山 猛［西l6 ［岡叩，し{tH巾砂1_5翌ー＿竺＿＿ ー］九州］粘史査＿料館餡•艮
川添昭二〒811-23 福岡貼粕叫11粕］巷IIIJ仲原新町 九州火学文学部教授

児島倣三＿1f812＿ー I- 福…凍1メ箱lll;3l二目 9 番51り•一ー・：—-I悶霜雲温麟瓢夏
谷口鉄雄 〒818-01I福岡貼坑紫郡太‘怜府IIlJl'1川1-27 北九州1ITゞr．災術館長

田村闘澄 1〒811-321 福冨如＜像郡福fi\JIlli〗`-I雌jil也A358l]し］11火学文叩祁教長
筑紫 既 1〒812 ［細叩叫皐：箱崎1丁目26―函的― 1福岡山i文化財保護帝議会委員

- ・ ・ 

平田 双 l〒81-1---34l福岡貼‘9哀（知1i宗像IIlJIlの里5丁目3の35 九州）く学文学部助教授
平林 閉叶〒813 `『th|i東区呑｛l方．m五五五― ]誓嬰尉屁芯醤髯着贔着裔
藤井ー リJ|〒81E四＿1 福l；制譲紫郡太＇、問 l(fl町部）仔楼Iij1地212 1福岡貼教育］f文化課課長

......... -. --

三宅女王 I〒812 1 福岡市博多区虚lilJ8-30 |紺|凋虹：化ll籾I可豆廷i―- -

森 貞次郎1〒812 l・直伽li東区宮松2ー［目29番25号―----1一九州1)t：業大学教性部教授 一

安河内和女f|〒814 1 福岡lli西区飲介163 ---]霜揺覧醤箇gruf究会
八尋和)及|〒812 1 福岡l|i東区箱l|l奇6丁目12番15-520号・ 1掘岡恥＇r．九州悶災互け眉術主究

開催状況

年月 1」

50. 7. 26 人'li異動について報？；・。特設展1)廿催の企Illli，爪位吹化財0)受，i［/li陳の（足辿，資

料購入について然IHJ,協議

11. 14 資料収梨，昭和51年度＇li業の企11lliについて諮llll, 協，i義特設腹「弥佑時代の対

外交渉ー中国，朝鮮， l‘r.j l油」の開催状況について間＇；•

51. 2. 20 尖物資料購入計IIIli，実物資料鑑定評価委且の推J).刈について諮Ilil，協議。資料0)

充必格備状況（マルチスクリーンディスプレイ装ii'i:/llスライド，村団＇l・,野村望東］・ビ流脳

の地姫島（閲這年当 ll!j．恥郡．fJ/. (I糸島郡）からの持倍i!/駁汀•本などの製作）につtヽて報店·

3. 31 昭和50年度実施’li業の経過間'iおよび昭和51年度 ’li裳汁llhi. -l'邸について説

明，協議
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入館者の動向(昭布150.4.1~nì叩 151.3. 31) 
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表4 特設展示入館者数 (10月 10 口 ~11月 25 日. 40日間)

一側一-.--.--T--.-_.-1 問 先---，.1その他|総計
一般|大限j三|小中生小計|一 般|大高生 i小中生|小 .n.: ~ーし一一
一一ーー --1一一一 「一一一一面雨一一一一寸画誕一一一←寸面蕗「一ー一一扇体
2，9041 546: 6151 4.0651 91 3131 剖 76110[ 734i 21) 1.123

1 
3011 5.4ω 

その他は，招待券利用者および身体障'占教育施設児童・生徒無料利用者数。
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昭和田年度購入図書

偉大的芸術伝統図録下 1 新五代史 3 

宋書 8 北史 10 

長沙IU土楚漆~図録 1 福岡城下町・博多・近隣古図

唐李賢基盤画 1 (文化9"rミ伊能忠敬実測) 1 

東洋陶磁大観 3 新英和中時典 1 

営者 10 緯国美術全集 (2.9. 11. 14. 15) 5 

郷土博物館 1 麦積山;(-iJiii 1 

中華人民共和国出土文物股覧展品選集 1 古銅鼓図録 1 

新明白f国語辞典 1 福岡城及び福間・博多古|司集 7 

博多作要録 1 漢書 12 

君主 書 8 新唐書 20 

唐李重潤墓壁画 1 新J屋11¥ニ|ニ文物 1 

筑前国産物帳・筑前国産物絵図帳 2 浅代の美術 1 

書道大字典 2 ~和英中;r;y，典 1 

受贈交換図書雑誌 (197504o1~1976o3o31)

大和考古資料目録3 奈良県立考古博物館

奈良国立文化財研究所年版 (1974年度)

奈良国立文化財研究所

平城宮木簡二解説 奈良国立文化財研究所

京都市埋蔵文化財-年・次報告 1974-1I 

法勝寺跡(六勝手J'の筆頭寺院) (2部〕

京都ilf文化観光局文化財保護課
京郎111埋蔵文化財年次報告 1974-N 

中町遺跡 1974 

京都市文化観光局文化財保護課

京都市埋蔵文化財年次椴告 1973-I

平安宮跡 京!;f，ilf文化観光局文化財o{*讃課
京司~dî纏11'議文化財年次縦告 1973-1I 

史跡西寺跡鳥羽出jt.宮跡

京郎di文化観光局文化財・保護課
かやのもり

相杜遺跡調査概報 1974 (2部〕

鳥羽離宮跡調盗研究所

埋11:長文化財発~iii調佳品罪判t 京都府教育委員会

昭如48年度滋賀県文化財調査年報

滋賀県教育委員会

坂口遺跡発掘調査報告書 滋賀県教育委員会

滋賀県文化財調査報告書第5冊

滋賀県教育委員会

ほ場整備事業にともなう文化財調査報告E

ほ場-終備事業関係遺跡調査報告

美園遺跡発掘調査報告

一古代地方官街跡ー

滋賀県教育委員会

滋賀県教育委員会

伊場遺跡第6・7次発掘調査概報

浜松1Ii遺跡調査会

伊場遺跡(11¥土品の解説目録)浜松市教育委員会

四日llfili埋i波文化財調査報告10

八幡塚il:i!.ff発掘調査報告

四日1Ii1li教育委員会

松山Tlf文化財調査報告書vn
埋蔵文化財発掘調査紙報松山市ー教育委員会

松山市埋版文化財調査報告書第6集

かいなど・松ケ谷古墳 松山市教育委員会

倉敷考古館解説 ft敷考古館

倉敷考古館研究集報);fH1号 食敷考古館

用木古境l洋 岡山県山陽町教育委員会

萩市郷土博物館研究報告Ai:1 萩市郷土博物館

下東遺跡. ~~:峠遺跡

菊川町岸本遺跡

上原遺跡発掘調査報告I

山口県教育委員会

山口県教育委員会

山口県f引rlWlI菊川町教育委員会

118J古墳発掘調資報告 豊浦町教育委員会

高岡郡日高村資料調査報告書

高知県文郷土文化会館

安芸郡北川村資料品l査報告書
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高知県立郷土文化会館

北海道所ii:!i.簿吉ー件名目録・気52部

1)制i使公文録・東京!U張所原本の部

(その 6) 北海道総務部行政資料課

北海道所械公文書件名目録4

北海道総務部行政資料li県

旭川郷 LI'，~物館所政品目録 旭川郷 l博物館

博物館だより 旭川郷上1'，'1-物館

旭川郷土博物館)j報 (2部〕 旭川郷土博物館

野鳥福向潟 新潟県笠栄di¥'r.博物館

桃生城跡I 宮城県多賀城跡，U品iをlur先所

宮城県文化財発掘:弘'iJ査!11IH張(48・49年度分)

宮城県教育委i.1会

土平遺跡発制訓査概縦 宮城県教育委i.l会

宮城県文化財訓査報告書第38集

宮前遺跡 宮城県教育委II会

宮城県文化財調査報告di: !X~42集

宮城県文化財発掘淵究略慨 (50"f度分)

宮城県教育委II会

史跡、1.1¥雲Ilg)(f跡、環境位制id税告書:
島恨県教育委Ll会

!U~EI司分尼与第 2 次)tjliILUi，l査概械1974

島根県教育委11会

島根県埋版文化財訓査報告書第5集

島根県教育委Ll会

むかしの旅(生活のltの辺見)

静岡山立登日博物館

駿河宮川遺跡、 静岡市教育委は会

加茂遺跡 姫路市教育委H会
江ノ浦横火H:f・ 117収'W削.iJ量;調査報告書

沼津市教育Jifl会

大畑貝塚制査報告 福島県いわきI¥i教育委H会

豊田Tli埋!域文化財，Uld査集搬 ?t1二集
純文I 盟111バj教育委品会

上野TIi文化財調査概十世3 猪I.U経採

上野df教育委民会

名古屋市博物館(仮称)準備'9'-報必2 (49"ド度)

名古屋市教育委品会

長岡博児火:1事政省目録 石川県立郷土資料館

生活用具の歴史 神戸di:¥'r.考古館

尼崎の民俗資料 尼崎市教育委員会

大阪市立博物館研究紀要第7冊

大阪山ゴL博物館

大阪市立博物館館械 大阪Ili)'[.博物館

資料館報必6 1:'}玉県立さきたま資料館

文化資料館資料目録古文書の部第二集

神奈}川|川I~

j川IIi内刊利l川山lリ山li:与』立¥，立J工L郷土博物E館.1'自'H研リ肝f)先先巳'L;U調耳査惚告沓 冴郊1二集

主n有JdiJ'r.郷土博物館
iili干11di立郷土博物館々減第5号

浦和diJ'r.郷土博物館

JJj総のあけぼの di)'L市川博物館

けi立di川博物館"1'版 (JI{1和49年度)

di:¥'r.市川博物質f

遺跡、シリーズ1 刷之内貝塚のはなし

di立Ili川博物館

遺跡シリーズ2 下総I]~分寺祉のはなし

i1i立市川博物館
美濃愉台遺跡

11<1*のお地球さん
I¥i川市教育委員会

国東町l椛史民俗資料館

羽山介遺跡、 大牟川di教育委員会

iWJf'iIHJ町史資料第六集 i'if*家文書 (3部〕

朝食町教育委員会

f!i目以立博物館調査研究書第 2集

坂の下遺跡の側先 fM1県立博物館

長的以文化財調査報告書!:f520集

対馬の遺跡 長崎県教育委員会

長111!;j県立美術博物館年報 49年度

長崎県立美術博物館

博物館あんない i'l'組県立博物館
lþ限山古1)~群 (2 部〕 久W{)Iとdi教育委員会

久樹米di文化財調査報告書第9集

茶日山・東光寺跡、 久留米市教育委員会

百人委員会埋蔵文化財報告第 5集

口之津貝塚及び口之itt蜂火遺跡調査報告

円人委員会

三輪町文化財調査報告書!:f';2集

柴田遺跡 (D・E地区) 三輪町教育委員会

;iJ'Jj;r迫真と太宰府天満宮上・下

太宰府天満宮文化研究所

九州1ft史資料館側先t論集 1(2部〕

九州!俵史資料館

朝t守備蹟庭宮跡、伝承地第2次発掘調査報告
九州!怪史資料館

昭和149干ド度発掘制査概要 太宰府史跡

九州歴史資料館

.t~J:r~ 山遺跡、 北九州市埋蔵文化財調査会

図録新羅の古瓦場 北九州市立!佳史博物館

iltl日文書編年目録 北九州di立歴史博物宣伝

説前修験道・英彦山鹿(第 1回特別展録)



北九州，IL，'!.歴史博物館

一西アジアとシノレク・ロードー

オリエント尖術展 北九州rlj)'[美術館

福|凋域南丸多1m格修理工事報告書 福岡市

板付}，'.j辺遺跡調査報告書:2 福|河rlJ教育委員会

山陽新幹線関係四版文化財調査慨告 (2部〕

福岡市教育委員会

福IJ.W;!文化会館所版

福岡県近|世文書目録第4集 福I~!ilUi!文化会富山

九州縦貫自動車道関係若宮町所在遺跡、の

調査報告会資料一

くらてのむかしその 3(2制。
福I;(d県教育委員会

井原・三雲遺跡発jlll¥調査概報 (2部〕

山陽新幹線関係

埋蔵文化財調査概報

九州縦覧flllVJTI日立関係

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

埋磁文化財調査報告 (2郎〕

福間南バイパス関係

埋版文化財訓査縦告

!山陽新幹線関係

福1，'同県教育委員会

福I，'{，j以教育委員会

理版文化財調査概十世 (49"F-J支)

福岡県教育委員会

稲築公園内遺跡 (2部〕 稲築H汀教育委員会

稲元li}質問第 1WJ調査報告 稲元 I~Î}J't H干調査FII

ふるさとの19然とl後史

S.49.12 S . 50. 1 ~12 S . 51. 1， 2. 3 

瀬戸口tIな'tH予

古文化財の科学勾i19号

対馬風土記第12号

対局!17文書目録

肢史と ICI.~~をまもる会

川坂美代子氏

古文化財科学研究会

対，t~郷 1..研究会

対応郷土研究会

日本博物館協会総会資料 日本博物館協会

第23回全国博物館大会報告書 日本陣物館協会

大阪市立自然史時物館特集 博物館研究

日本博物館協会

博物館研究 vo1.10 Afi.4.6 Icl本博物館協会

郷土の文'学(資料集) 1 太'十前ー

梅岡県高等学校凶i英部会

郷土の文学(資料集)II 筑後篇

福岡県高等学校同li楽部会

創立五卜周年記念論文集

j京旧氏年表恰土戦闘武将

九州大学文学部

中村浩1'1l氏
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宗教文化 筑紫笠氏

博多京IIIJ. ~1í灸!丞:ikji必~.成後(後写)筑紫 12氏

妙薬|徐風散のみ;制安永・天明頃の巨n'H

112後屋高兵衛(複写) 筑紫豊氏

後i現金1'1]11俗考(複写) 筑紫笠氏

細川家縁起録(後写)

j]本，/i代史の旅2 *iU文・弥生

IJ 11~の夫術44 弥生式土掠

" 11~の美術 2 利文;式 L'.~~

u 11(のJ;:体:r44 弥'1ニ式上保

筑紫虫氏

小学館

小学館

小学館

杉原~'E介氏

明治大学文:'-1:郎研究報告巧古学第ーJi.lllf 
北海道1'1沌服部合における剤1¥石総文化

肥後中|仕の武J:問とその遺産

元i包・南北朝iKの釘(]JJl

111山本1111の条目

百j山市!武修猷釘(資料目録

杉原荘介氏

熊木日日.:Ifr11tH土
久間米開発公社

修猷館

今ilt(ノ~iIt小学校創立百!肝r記念;ヰ;)
今ift小学校創立n川"f:記念公

邪馬台Il~の IH:史 以111 隆氏

|哩1.)手 ガッケン・エリア教科事典1

日本111"史 学t1¥'研究社

宝満山脈史散歩 森弘子氏

郷土先賢持者側集 新方1m]乙氏

日本!との|仕界元の製米 川添II!:!二氏

元;也七百年記念え: 勝本と家古襲来

元i包七T'î年記念事業担f~進委員会

I，，~多山匂記録 IW:多祇園山後振興会

朝合j!1J文化財報告書第3集

朝食町教育委員会

朝食IlIr文化財械告書第 4集
福岡教育大l歴史研究部考古学班

沖丸・久米77墳群報告書
細川教育大歴史研究部考古学班

九州考占学のI治問題 福間考古学研究会

日本食物史一食生活のl罷史 三島格氏

外パンフレット安3I 5411U 
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覧算予年度50 和昭

(歳入)

明;比実(i~ 目科

特設展入場料収入400.00011] 使用料及び1--数料

私用電話通話料3.000 入収言者

403.000 

(歳出)

明

一般管 }lli 費

施設管Jili 費

常設展示費

特設展示日I~ 催質

調査研究費

普及活動資

資料充実盤備投

"、F
3・1nlし

l法史資料館の一般管理lζ要する経費

!怯史資料館の施設管理及び委託に要する経此

後製品，パネル等の製作及ひ、展示資料の借上等に要する経費

特設展示古代文化炭一弥fト.時代の対外交渉良一開催lζ要する経費
購入・得!!汚・寄託資料及び文化財資料記録の調査研究lζ要する経費

資料館jill't;f;の紹介，文化財'保護思想の昂払JfJi-及活動lC要する経1~

1三重な文化財のdi外流出，散逸防止のための保存収集及び展示
資料充実務備に要する経貨

博物館協会，博物館協議会負担金

事万

1.398.0001可

13.739.000 

6.360.000 

2.400.000 

1.440.000 

1.590.000 

5.000.000 

金1
 

3
3
 

j
 

業事

35.000 山
出{
 

のそ

31. 962. 000 「-tu 

1.250.000円)1.398.000円(前年度O一般管理費

明

報 酬

旅費

印IiHlj消耗品費

食糧費

役務改

委託料

借損料

備品購入賞

;i~~ 

!従史資料館協議会委員

日本博物館大会，学芸員講習

P R}日刊行物，一般事務用品，新聞雑誌，消毒用薬品

歴史資料館協議会，来客用，展示資料借用交渉

電話料，郵便料

掲示鮫川パネル製作

l歴史資料館協議会会場借上料，積木{昔上料

|酒者一

納.

226.00011] 

134.000 

349.000 

90.000 

357.000 

40.000 

172.000 

30.000 

金分区

1.398.000 コ
バ
H

11.653.00011J) 13.739.000111 (前"1度0施設管理費

旧川

展示~.(ti球，強光管，スライド用ランプ，火災報知l機ランプ，
施設管P1lJfJ消耗品

電気料，郁Ttiガス，水道料，燃料

展示ケースガラス，電気配線，照明灯，借汀l資料等修理

火災保険料，対人対物賠償支任保険料，借IH資料損省補償保険料ー
運営管J'Il!委託，保守点検委託

ー、F
I:J Eυし

54.000円

額

2.698.000 

400.000 

204.000 

10.383.000 

金

資

料

費

料

分

印 hl:tJ消耗 11古賀

光

修

役

委

士~\ Ik 
繕

務

託

l豆
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区 分

。常設展示費 6.360.000円(前年度 5. 530. OOOPJ) 

明金術 説

賃
制
慨
旅

-
1
 

[
 

A
A
-
-

叩 I， I;IJ 消粍品 ÿ~

食続投

役務 m
委託料

fl動車借上料

借損料

備品購入費

入

陀

れ

王

れ

Z

J
-
J

汁
1
I
r
d
1
l『
J

447.00011] 後製lib・パネ Jレ委託製作原図作成作業補助，資料復元補修作業補助
256.000 資料得II自謝礼，複製品・パネJレ製作指導，資料復元補修指導

70.000 資料借上・~刊行・寄託交渉，複製品の検分

664.000 原凶作製用地図. DPE.資料複製材料，館内案内パンフレッ
ト，こん包材料

30.000 後製品・パネJレ製作指導会議m
100.000 案内状，パンフレット発送用

3.940.000 複製品，パネノレ，展示丹l具製作委託料
238.000 借上・寄J!rl・*託資料の運搬川

365.000 版元、資料の借上，会議場借上

250.000 スライドプロジェクター，テープレコーダー，スクリーン，卓上
計算機.illjj火書庫

引 6.360.000

。特設展示開催費 2.400.000[IJ (新規;汁上)

金

資

質

主
J

-

λ
ノ

-

区
一

賃

報

旅

資

質

資

料

コ
旧fu 

't京山叶

ιd部
隊

山

拡

山

由

円

唱

4
tト
ヨ

ミ

『

r
h
M川印

食

役

委

f持 損

金額

286.000l'J 

115.000 

350.000 

495.000 

38.000 

28.000 

1.060.000 

料 28.000 

;n- 2. 400. 000 

明

ポスター・チラシ発送，資料展示・陳列・撤去作業補助，売札，
JLj内航視

:iÍ~jilii委員，陳列・撤去指導，原稿。謝礼， ~#J泌講師謝礼，資料111
陳謝礼

1'1¥1涼資料の下交渉， 3ii荷・返11J¥工会，講師及び陳列・撤去指導
委員招へい

的j!H九入場券，割引券，チラ、ン，ポスター. DPE.文具

合IIlij. 陳列・撤去指導委員会会議川

;j{J，jJi状，ポスター発送J日

看板，パネル，説明カード製作，会場設'日，ポスター掲示，
資料こん包運搬

会Plli. 1集列・撤去指導委員会，特別講演会場借上

0調査研究費 1， 440. OOWJ (前年度 1， 200. 00011J) 

l豆 分 金 事責 説 明

貨 金 395.000円 資料合恨の整理・作成補助，資料実測作業補助

1被 '!'~ 60.000 技術指導の講師謝礼

旅 1空 270.000 館交j渉IJi調資料の調査，資料保管・展示技術指導の講師招へい，講師

印刷消耗品質 245.000 DPE.料テキスト，調査用具.終Jlll箱，台帳，製本材料，資料
補強材 ，フィルム

食 糧 1ま 10.000 技術指導の会議用

f交 手芸 't1( 20.000 連絡m以F}等
自動![[借上料 80.000 品Eff資料運搬
イ昔 損 料 10.000 技術指導の会議場借上

備品購入賞 350.000 図書，製図器具

1.440.000 
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0普及活動費 1，590，0001可(前イド皮 1， 270， 00011J) 

区 分

縦償 i~

旅 X~

印刷l 消耗品 X~

役務 X~

金額 説 明

60，000JlJ 原稿謝礼

59，000 研究報告書作成資料調査

1， 437，000 "1'娘，研究報告書，絵葉書，写真材料，製図用品.DPE等

34，000 研究報告書・年報等発送用

1，590，000 

0資料充実整備費 5，000， 0001 IJ (前年度 5，000，0001可)

l豆 う〉 五百 '傾 説 明

賃 金 277，000JlJ 資料復元・模型原凶作成作業補助

報 tt~ 'I~ 100，000 俗研文化財資料鑑定委員

jt(< X~ 23，000 資料復元・模型の検分，資料巡搬

委 aE キキ 2，200，000 模型製作，資料の復元補強，スライド製作

自動!II借上料 50，000 購入資料の運搬用

備品 JI詩人代 2，350，000 Jぷぷ資料の購入

5，000，000 

0その他 35，000JlJ (前年度 57，00OJTJ) 

区 分 {t 傾 説 明

百|ー 35，000 

35，00011J 財団法・人日本博物館協会負担金，九州博物館協議会負担金負担金補助及び交付金

...，〆ノノ"h//~司'，J，・'/，〆/ノリμノ"..・//"h//'〆'・..-・ ，//"hノノ'・-・"，，1/"/;1/'-・ "'，.."，//"h〆'1'"・・~'".ノ〆"，，~.~"/;〆〆:.....ノノノ"，，//司.I/'・'，.〆./''''"1，....，，.''，， 1/''.ん

福岡市立歴史資料館条例

(設1，¥1:)

第 1条 福岡市及びその周辺のJt世史l乙関する資料

(以下「資料Jという。)の保存と活用を図り，

もって dJ'民文化の向上l乙資するため，福1~~j Il LiL

隆史資料館(以下「資料館」という。)を福岡

山中央区天神一丁目 lこ設lì~\~する。

CJj:業)

第2条 資料館は，次の各号Kt砧け'る'Ji・業を行な

つ。

(1) 資料の収集，盤;盟及び保存1<::関すること。

(2) 資料を市民Iこ展示し，公IJfJすること o

(3) 資料の専門的調査研究を行なうこと。

(4) 前各号lζ掲げるもののほか，資料館の設in

(附47"下川23日)
条例第 74号/

の目的i土成に必要なこと。

(職員)

第3条資料館lζ館長その他必要な職員をiit1く。
(観覧料)

第4条資料館lζ展示した資料の観覧料は，徴収

しなし、。

2 前項の規定にかかわらず，資料館に特別の展

示をしたときは，教育委員会は，その実世相当

額の範IlJl内において制覧料を徴収する乙とがで

きる。

(入館の制限)

第5条教育委員会は，次のいずれかに該当する

者に対し入館を拒み，又は退去を命ずる乙とが



できる。

{1) 資料館の符J'Jl上必要な指示又は指導に従わ

ないもの

(2) 資料館の管見上支障があると認められるも

の

(資料の貸IUし)

第 B 条教育，学術~;:しくは文化に関する機関打

しくは団体又は学術研究のために特に資料を利

用しようとする者は，教育委員会の許可を受け

て資料の貸IJlしを受けることができる。

2 前項の貸11¥しは，資料の保管について安令が

確保できると認められる場合に限り行なうもの

とする。

(損'E5賠償)

第7条資料の縦覧者又は貸出しを受けた者がそ

の1'11こ帰すべき理由により資料館の建物.111:しく

は施設又は資料を破損し，滅失し，又はん1賀し
て木Ilfi乙損害を与えたときは，乙れらを原状lζ

復し，又はその損害をnt!ft託しなければならな
L 、。
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(協議会)

第a条資料館に福1;r，jdULJ快r)と資料館協議会(以
下「協議会」という。)を間く。

2 協議会は，資料館の巡I:~.nこ闘し館長の諮問に

応ずるとともに，館長に意見を述べるものとす

る。

の

す

次

命正

し

が

と

会

内

員
以

委

人

育
却

教
，
'
り

は

か

数

ち
定

う
の

の

い
は
者

委

る
の

げ

会

掲

議

に

協

号各
る

今
、

υ

(1) 学校教育及び社会教育の関係者

(2) 学識経験者

4 前項の委員のflJDJは. 2 "Fとする。ただし，

補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

5 委員は，再任されることができる。

(委11)

第g条 乙の条例l乙定めるもののほか，資料館の

管理に関し必要な・JUJiは，教育委員会規則lで定

める。

附則

この条例は. 11日利147'r]'.l1JJ161Jから施行する。

=.J.BRII 昭和 47年 11JJ 16 0 ¥ 
福岡市立歴史資料館条令施行規則(教育委hi.会規HlJÎÍ~ 

(趣行)

第 1条 この規){IJは，福岡市立歴史資料館条例

(l昭和47年福|刈di条例第47号。以下「条例」と

いう。)の施行に関し必要な事項を定めるものと

する。

(組織)

第2条福岡市立l惟史資料館(以下「資料館」と

いう。)の事務を行なうため，資料館に管l1Jl係を

i汽く。

(職員)

第3条資料館に館長，係長，吏員その他の職員

をiR:く。
2 前項の職員のほか，特定事務を相当させるた

め，資料館に文化財主)JCをi置く乙とがILulとる。

3 館長，係長及び文化財主事は吏品のうちから

命ずる。

4 館長及び係長は，上司の命を受けて資料館又

は係の事務を掌.J:11lし，所属職員を指揮監併する。

5 文化財主事は，上司の命を受けてm当事務を
処践する。

6 吏員その他の臓はは，上司の命を受けて分担

する事務を処J'1lする。

(職務権限の代iD
第4条館長l己、JI故ある場合メば館長が欠けた場

合において，特lと事務取倣者を命じないとき

は，係長がその係に属する事務について館長の

職務権限を代行して行なう。ただし，重要又は

異例な事務については，社会教育部長の指揮を

受けなければならない。

2 fjij項の規定lとより館長の職務絡限を代理して

行なう者がないときは，社会教育部長が行な

0
 ・っ

(IJI~館時間)

第5条資料館のIJIUil時11¥]は，午前9時から午後

5時までとする。ただし，教育長は，必要があ

ると認める場介lこは，乙れを変更する乙とがで

きる。

(休館日)

第s条資料館の休館IJは，次のとおりとする。
ただし，教育長は必要と認める場合には，これ
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を変更し，又は臨時に休館することができる。

(1) 1f}.週月|前!日

(2) 12月28日から翌年1月3日まで

(入館者の心得)

第7条資料館lζ入館する者は，次の事項を守ら

なければならない。

山所定の場所以外の湯所で飲食し， 1198'Y[し又

は火気を使用しないこと。

(2) 騒音を発する等他人lと迷惑を及ぼす行為を

しないこと。

(3) 危険物又は動物を持ち込まない乙と。

(4) 職員が行なう管:ml上必要な指示又は指導IC

従うこと。

(貸/11)

第B条条例立i6条第1項の規定による資料の貸

日1を受けようとする者は，福!日，jdi立舵史資料館

資料貸;1¥許可申請書(様式第1号)を教育長に

提出しなければならない。

2 条例第6条第1項の規定による資料の貸111の

許可は，資料貸;1.'1許可書(様式第2号)を交付ー

して行なう。

(寄贈等)

第 g条資料館lζ資料を~W目し又は寄託しようと

する者は，教育委員会lと巾し出なければならな

L 、。
2 寄託を受けた資料の貸;Uしは，寄託者の承認
を得て行なうものとする。

(委任)

第1日条 この規則の施行に関し，必要な事項は，

教育長が定める。

附則

この規則は，公判Jの日から施行する。

機構と職員の構成

(1) 機構 (2) 職員構成

教育委員会一教育委員会事務局一社会教育部一i(主幹)
(教育次長

持問機関
歴史資料館協議会 (15名)

職 1'， 氏

釘{ 長 島

特別ュ係長 :r'i 橋

文化財主事 後 l議
事務主任 ;¥ 尾

ミn:務補助員 il!長 村

学芸術助員 .fJJ11 沢

向何i員 (民11日) ヰサ 上

機械設技 備
運転保守術員

西 村

ι〉予ヴ〈ー 付 員 古 賀

受 イーj- 貝 原 国

持備員 (夜間) 木 本

学年制il員 (夜間) 池 回

t青 :j;a・ 員 岡白 添

歴史資料館 館長一「管理係長一「事務吏員 1名

1_)( itU1".，t.']T- 吋担当」文化財主事

業者委託，ー符備員 3名
受付員 2名
機械運転員 1名
治掃員 1;f.

館員名簿

名 事荷 要

杉4 技術吏員(文化財

博 事務吏員

商 技術吏員(学芸担当く考古学>) 

Wi UIJ 事務吏員(経理庶務担当)

J，l fh'子 臨時職員

チサヨ 臨時職員

業務委託会社1:1'1向職員

功 1/ 

三和 1/ 

久 1/ 

鉄 夫 1/ 

清 治 〆f

由良 子 1/ 
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